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衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
妊
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退
学
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
妊
娠
退
学
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
「
公
立
の
高
等
学
校
に
お
け
る
妊
娠
を
理
由
と
し
た
退
学
等
に
係
る
実
態
把
握
の
結
果
等
を
踏

ま
え
た
妊
娠
し
た
生
徒
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日
付
け
二
十
九
初
児
生
第
千
七
百
九

十
一
号
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
長
及
び
健
康
教
育
・
食
育
課
長
連
名
通
知
）
を
発
出
し
て
、
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
「
一

妊
娠
し
た
生
徒
の
学
業
の
継
続
に
向
け
た
考
え
方
」
の
「
（
一
）

生
徒
が
妊
娠
し
た
場
合

に
は
、
関
係
者
間
で
十
分
に
話
し
合
い
、
母
体
の
保
護
を
最
優
先
と
し
つ
つ
、
教
育
上
必
要
な
配
慮
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
。
そ
の
際
、
退
学
、
停
学
及
び
訓
告
の
処
分
は
校
長
の
判
断
に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
生
徒
に
学
業
継
続
の
意
思

が
あ
る
場
合
は
、
教
育
的
な
指
導
を
行
い
つ
つ
、
安
易
に
退
学
処
分
や
事
実
上
の
退
学
勧
告
等
の
対
処
は
行
わ
な
い
と
い
う
対

応
も
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
」
や
「
二

妊
娠
し
た
生
徒
に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
の
在
り
方
」
等
の
留
意
事
項
等
を
踏
ま

え
、
妊
娠
し
た
生
徒
へ
の
各
学
校
の
対
応
が
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
当
該
各
学
校
へ
の
指
導
を
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
妊
娠
し
た
生
徒
の
学
業
の
継
続
に
向
け
た

考
え
方
等
に
つ
い
て
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。


